
初
め
に
、
５
月
21
日
土

曜
日
に
庭
坂
小
学
校
を
メ

イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
た

令
和
４
年
度
福
島
市
総
合

防
災
訓
練
に
つ
い
て
。

今
回
の
訓
練
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束

し
な
い
中
で
、
火
山
災
害

の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
状

況
を
想
定
し
、
災
害
か
ら

命
を
守
る
た
め
の
避
難
行

動
を
重
視
し
て
開
催
。

こ
の
場
で
出
た
地
域
の

意
見
等
を
踏
ま
え
、
こ
の

よ
う
な
機
会
を
有
効
に
生

か
す
べ
く
、
開
催
地
域
内

の
啓
発
や
共
助
の
発
想
を

取
り
込
ん
だ
、
今
後
の
防

災
訓
練
の
在
り
方
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

次
に
、
福
島
市
と
米
沢

市
を
結
ぶ
二
つ
の
歴
史
遺

産
の
保
存
活
用
に
つ
い
て

で
す
。

ま
ず
、
平
成
31
年
に
吾

妻
地
区
郷
土
史
談
会
提
出

の
「
要
望
書
」
の
一
節
で

す
。
「
中
世
か
ら
近
世
に

か
け
て
の
福
島
と
米
沢
を

結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
栄
え
、

上
杉
鷹
山
公
や
そ
の
師
で

あ
る
細
井
平
洲
、
ま
た
高

野
長
英
な
ど
の
多
く
の
歴

史
人
物
が
通
っ
た
街
道
が

こ
の
ま
ま
朽
ち
果
て
る
こ

と
は
、
本
市
の
歴
史
を
刻

ん
だ
歴
史
的
遺
産
を
失
う

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
損
失

は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」
。
旧
米
沢
街
道
と

李
平
地
区
の
本
市
文
化
財

指
定
に
向
け
た
こ
の
「
要

望
書
」
に
対
す
る
、
こ
の

間
の
審
査
状
況
、
さ
ら
に

今
後
の
調
査
の
進
め
方
に

つ
い
て
質
問
。

続
い
て
、
江
戸
か
ら
明

治
の
道
「
萬
世
大
路
」
、

二
ッ
小
屋
隧
道
（
ト
ン
ネ

ル
）
の
土
木
的
な
歴
史
遺

産
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で

の
所
有
者
の
推
移
を
質
問
。

今
後
、
観
光
等
の
活
用

を
考
え
る
場
合
、
「
管
理

者
の
確
定
」
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
く
の
か
、
現

在
の
協
議
状
況
も
含
め
て

見
解
を
質
し
ま
し
た
。

次
に
３
点
目
と
し
て
、

認
知
症
高
齢
者
と
家
族
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
で
す
。

今
回
は
、
本
市
が
実
施

し
て
い
る
認
知
症
高
齢
者

等
QR
コ
ー
ド
活
用
見
守
り

事
業
に
つ
い
て
質
問
。

直
近
の
登
録
者
状
況
を

伺
い
、
今
後
、
認
知
症
高

齢
者
と
家
族
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

具
体
的
な
施
策
提
案
と
し

て
、
こ
の
登
録
者
を
対
象

と
し
た
、
事
故
や
ト
ラ
ブ

ル
発
生
時
の
本
市
独
自
の

救
済
制
度
、
具
体
的
に
認

知
症
保
険
加
入
支
援
の
必

要
性
を
訴
え
、
市
の
見
解

を
質
し
ま
し
た
。

４
点
目
と
し
て
、
福
島

駅
東
口
地
区
第
一
種
市
街

地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

で
す
。

今
後
、
建
物
本
体
の
解

体
が
順
次
着
手
さ
れ
、
令

和
５
年
か
ら
令
和
７
年
ま

で
３
カ
年
か
け
て
建
築
工

事
、
令
和
８
年
に
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

従
来
の
基
本
計
画
か
ら
、

大
ホ
ー
ル
と
展
示
ホ
ー
ル

の
一
体
化
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
化
）
で
稼
働
率
を
高
め

る
作
戦
変
更
が
注
目
さ
れ

ま
す
が
、
最
初
に
、
６
月

に
開
催
し
た
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
開
催
状
況
を

伺
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
若
い
世
代
、

高
校
生
や
大
学
・
短
大
生

を
対
象
と
し
た
企
画
も
必

要
と
考
え
て
当
局
の
見
解

を
質
し
、
前
向
き
な
答
弁

を
引
き
出
し
ま
し
た
。
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コロナ感染対策のアクリル板越しなので反射しています

認
知
症
高
齢
者
と
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

地
域
防
災
、
歴
史
遺
産
保
護
か
ら
駅
前
再
開
発
ま
で

６
月
定
例
会
議
で
市
政
各
般
に
わ
た
り
質
問

本
市
独
自
の
救
済
制
度
導
入
が
必
要

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
若
い
世
代
で
も

★一般質問の答弁を含めた動画は、二階堂たけふみ公式サイト〈nikaidou .net〉でご覧ください。



３
月
下
旬
、
庭
坂
水
利

組
合
（
佐
藤
進
組
合
長
）

役
員
に
よ
る
水
路
検
分
の

日
に
、
地
崩
れ
を
発
見
。

連
絡
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
３
月
16
日
の

震
度
６
弱
の
福
島
県
沖
地

震
に
よ
る
地
崩
れ
で
、
芳
ヶ

沢
の
山
の
中
の
農
業
用
水

路
が
幅
７
、
８
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
り
土
砂
で
埋
ま
り
、

矢
細
工
方
面
に
流
れ
る
農

業
用
水
が
堰
き
止
め
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
沢
を
挟

ん
だ
反
対
面
の
法
面
が
２
、

３
メ
ー
ト
ル
崩
れ
て
、
木

の
根
が
露
出
し
て
い
ま
し

た
。翌

日
に
は
、
農
林
整
備

課
を
伺
い
、
被
害
状
況
を

説
明
。
４
月
初
旬
、
農
林

整
備
課
か
ら
「
今
回
の
復

旧
工
事
は
、
４
月
中
旬
の

緊
急
会
議
で
補
正
予
算
を

組
ん
で
、
倒
木
の
除
去
、

水
路
の
土
砂
撤
去
、
崩
れ

た
法
面
の
補
強
等
の
工
事

を
し
ま
す
」
と
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

４
月
15
日
開
催
の
緊
急

会
議
で
補
正
予
算
を
可
決
。

こ
の
時
期
は
田
植
え
を

控
え
て
い
た
た
め
、
水
路

の
確
保
を
優
先
。
最
終
的

に
法
面
の
工
事
が
完
了
し

た
の
は
５
月
19
日
で
し
た
。

長
沼
地
区
を
走
る
市
道
・

遠
原
―
松
ノ
下
線
の
改
良

工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
ま
で
に
県
道
・
庭

坂
福
島
線
か
ら
松
ノ
下
団

地
入
口
ま
で
の
舗
装
工
事

が
完
成
済
み
で
し
た
が
、

残
り
半
分
、
団
地
か
ら
庭

坂
駅
方
向
に
抜
け
る
第
２

工
区
部
分
は
、
今
ま
で

「
休
止
」
状
態
で
し
た
。

生
協
団
地
と
し
て
の
ス

タ
ー
ト
時
か
ら
、
団
地
住

民
や
周
辺
住
民
が
改
良
整

備
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
約
半
世
紀
で
す
。

今
回
、
団
地
内
の
中
心

を
通
る
道
路
の
市
へ
の
移

譲
に
向
け
て
、
道
路
所
有

者
の
コ
ー
プ
福
島
と
福
島

市
と
の
協
議
が
整
い
、
今

年
度
予
算
が
付
い
て
６
月

下
旬
か
ら
設
計
・
測
量
に

入
り
、
い
よ
い
よ
動
き
出

し
ま
し
た
。

転
換
点
は
、
令
和
２
年

12
月
22
日
。
長
沼
町
内
会

の
河
野
正
二
町
内
会
長
、

庶
務
担
当
の
小
林
伸
三
氏

と
コ
ー
プ
福
島
を
伺
い
、

地
域
の
要
望
を
直
接
お
伝

え
し
た
こ
と
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
従
来
の
生

協
の
譲
渡
に
関
す
る
考
え

方
の
変
更
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
市
と
の
協
議
再
開
に

向
け
た
、
こ
れ
ら
の
地
域

の
環
境
整
備
の
努
力
と
、

吾
妻
支
所
と
本
庁
建
設
部

と
の
連
携
が
出
来
て
、
今

回
の
第
２
工
区
の
工
事
始

動
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
２
日
に
全
国
市
議

会
議
長
会
表
彰
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
10
年
表
彰
い
た

だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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今
回
の
一
般
質
問
の
最
後
は
、
労
働
者
協
同
組
合
法
（
労
協
法
）
に
つ
い
て
で
し
た
。
こ
れ
は
、
「
就
労
創
出
」

「
地
域
貢
献
」
を
目
的
と
掲
げ
る
も
の
で
、
本
市
議
会
に
お
い
て
は
す
で
に
平
成
20
年
の
12
月
定
例
会
議
で
、
「
協

働
労
働
の
共
同
組
合
法
の
速
や
か
な
る
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
意
見
書
は
、
「
地
域
の
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
行
政
の
み
な
ら
ず
市
民
と
の
協
働
が
求
め
ら
れ
て

い
る
今
日
、
協
働
労
働
と
い
う
新
し
い
働
き
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
協
働
労
働
の
協
同
組
合
は
、
組
合
に
参
加
す

る
す
べ
て
の
人
が
協
働
で
出
資
、
経
営
し
働
く
形
を
と
っ
て
お
り
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

取
り
戻
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
指
す
活
動
を
続
け
て
い
る
。
全
国
に
は
こ
の
理
念
の
下
で
多
数
の
人
が
活

動
し
て
お
り
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
受
け
皿
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
‥
‥
し
か
し
、
現
在
こ

の
協
働
労
働
の
協
同
組
合
に
は
法
的
根
拠
が
な
い
た
め
、
社
会
的
理
解
が
不
十
分
で
あ
り
、
社
会
保
障
の
負
担
が
働

く
個
人
に
か
か
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
地
域
活
性
化
の
視
点
か
ら
も
、
協
働

労
働
の
協
同
組
合
法
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
行
い
、
速
や
か
な
る
制
定
を
行
う
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。

あ
れ
か
ら

12
年
。
令
和
２
年
12
月
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
与
野
党
・
全
会
派
一
致
に
よ
り
「
労
働
者
協
同
組
合

法
」
が
成
立
し
、
同
月
11
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
で
は
、
す
で
に
広
島
市
が
「
協
働
労
働
」
促
進
事
業
を
展

開
し
て
お
り
、
「
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
協
働
労
働
の
仕
組
み
を
活
用
し
た
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
取
組
み
」
を

し
て
い
ま
す
。
今
回
、
労
協
法
成
立
の
意
義
に
つ
い
て
本
市
の
見
解
と
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

福
島
沖
地
震
の
地
崩
れ
で
、
緊
急
の
水
路
復
旧
工
事

「
労
協
法
」
成
立
の
意
義
と
本
市
で
の
活
用
を
（
一
般
質
問
続
き
）

市
道
・
遠
原
―
松
ノ
下
線
の

第
２
工
区
の
改
良
工
事
が
始
動

編
集
後
記

３
月
下
旬
、
庭
坂
水
利

組
合
（
佐
藤
進
組
合
長
）

役
員
に
よ
る
水
路
検
分
の

日
に
、
地
崩
れ
を
発
見
。

連
絡
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
３
月
16
日
の

震
度
６
弱
の
福
島
県
沖
地

震
に
よ
る
地
崩
れ
で
、
芳
ヶ

沢
の
山
の
中
の
農
業
用
水

路
が
幅
７
、
８
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
り
土
砂
で
埋
ま
り
、

矢
細
工
方
面
に
流
れ
る
農

業
用
水
が
堰
き
止
め
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
沢
を
挟

ん
だ
反
対
面
の
法
面
が
２
、

３
メ
ー
ト
ル
崩
れ
て
、
木

の
根
が
露
出
し
て
い
ま
し

た
。翌

日
に
は
、
農
林
整
備

課
を
伺
い
、
被
害
状
況
を

説
明
。
４
月
初
旬
、
農
林

整
備
課
か
ら
「
今
回
の
復

旧
工
事
は
、
４
月
中
旬
の

緊
急
会
議
で
補
正
予
算
を

組
ん
で
、
倒
木
の
除
去
、

水
路
の
土
砂
撤
去
、
崩
れ

た
法
面
の
補
強
等
の
工
事

を
し
ま
す
」
と
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

４
月
15
日
開
催
の
緊
急

会
議
で
補
正
予
算
を
可
決
。

こ
の
時
期
は
田
植
え
を

控
え
て
い
た
た
め
、
水
路

の
確
保
を
優
先
。
最
終
的

に
法
面
の
工
事
が
完
了
し

た
の
は
５
月
19
日
で
し
た
。

長
沼
地
区
を
走
る
市
道
・

遠
原
―
松
ノ
下
線
の
改
良

工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
ま
で
に
県
道
・
庭

坂
福
島
線
か
ら
松
ノ
下
団

地
入
口
ま
で
の
舗
装
工
事

が
完
成
済
み
で
し
た
が
、

残
り
半
分
、
団
地
か
ら
庭

坂
駅
方
向
に
抜
け
る
第
２

工
区
部
分
は
、
今
ま
で

「
休
止
」
状
態
で
し
た
。

生
協
団
地
と
し
て
の
ス

タ
ー
ト
時
か
ら
、
団
地
住

民
や
周
辺
住
民
が
改
良
整

備
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
約
半
世
紀
で
す
。

今
回
、
団
地
内
の
中
心

を
通
る
道
路
の
市
へ
の
移

譲
に
向
け
て
、
道
路
所
有

者
の
コ
ー
プ
福
島
と
福
島

市
と
の
協
議
が
整
い
、
今

年
度
予
算
が
付
い
て
６
月

下
旬
か
ら
設
計
・
測
量
に

入
り
、
い
よ
い
よ
動
き
出

し
ま
し
た
。

転
換
点
は
、
令
和
２
年

12
月
22
日
。
長
沼
町
内
会

の
河
野
正
二
町
内
会
長
、

庶
務
担
当
の
小
林
伸
三
氏

と
コ
ー
プ
福
島
を
伺
い
、

地
域
の
要
望
を
直
接
お
伝

え
し
た
こ
と
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
従
来
の
生

協
の
譲
渡
に
関
す
る
考
え

方
の
変
更
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
市
と
の
協
議
再
開
に

向
け
た
、
こ
れ
ら
の
地
域

の
環
境
整
備
の
努
力
と
、

吾
妻
支
所
と
本
庁
建
設
部

と
の
連
携
が
出
来
て
、
今

回
の
第
２
工
区
の
工
事
始

動
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
２
日
に
全
国
市
議

会
議
長
会
表
彰
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
10
年
表
彰
い
た

だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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今
回
の
一
般
質
問
の
最
後
は
、
労
働
者
協
同
組
合
法
（
労
協
法
）
に
つ
い
て
で
し
た
。
こ
れ
は
、
「
就
労
創
出
」

「
地
域
貢
献
」
を
目
的
と
掲
げ
る
も
の
で
、
本
市
議
会
に
お
い
て
は
す
で
に
平
成
20
年
の
12
月
定
例
会
議
で
、
「
協

働
労
働
の
共
同
組
合
法
の
速
や
か
な
る
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
意
見
書
は
、
「
地
域
の
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
行
政
の
み
な
ら
ず
市
民
と
の
協
働
が
求
め
ら
れ
て

い
る
今
日
、
協
働
労
働
と
い
う
新
し
い
働
き
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
協
働
労
働
の
協
同
組
合
は
、
組
合
に
参
加
す

る
す
べ
て
の
人
が
協
働
で
出
資
、
経
営
し
働
く
形
を
と
っ
て
お
り
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

取
り
戻
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
指
す
活
動
を
続
け
て
い
る
。
全
国
に
は
こ
の
理
念
の
下
で
多
数
の
人
が
活

動
し
て
お
り
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
受
け
皿
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
‥
‥
し
か
し
、
現
在
こ

の
協
働
労
働
の
協
同
組
合
に
は
法
的
根
拠
が
な
い
た
め
、
社
会
的
理
解
が
不
十
分
で
あ
り
、
社
会
保
障
の
負
担
が
働

く
個
人
に
か
か
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
地
域
活
性
化
の
視
点
か
ら
も
、
協
働

労
働
の
協
同
組
合
法
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
行
い
、
速
や
か
な
る
制
定
を
行
う
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。

あ
れ
か
ら

12
年
。
令
和
２
年
12
月
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
与
野
党
・
全
会
派
一
致
に
よ
り
「
労
働
者
協
同
組
合

法
」
が
成
立
し
、
同
月
11
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
で
は
、
す
で
に
広
島
市
が
「
協
働
労
働
」
促
進
事
業
を
展

開
し
て
お
り
、
「
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
協
働
労
働
の
仕
組
み
を
活
用
し
た
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
取
組
み
」
を

し
て
い
ま
す
。
今
回
、
労
協
法
成
立
の
意
義
に
つ
い
て
本
市
の
見
解
と
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

福
島
沖
地
震
の
地
崩
れ
で
、
緊
急
の
水
路
復
旧
工
事

「
労
協
法
」
成
立
の
意
義
と
本
市
で
の
活
用
を
（
一
般
質
問
続
き
）

市
道
・
遠
原
―
松
ノ
下
線
の

第
２
工
区
の
改
良
工
事
が
始
動

編
集
後
記
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